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皿　たち上るプラソテーショソ労働者と土地清掃

　１９３０年代のあの黒人クロッバーや小作農たちの運動は，公民権獲得という要

求からではなくより即自的な生活要求から始まっ た。 追いたて反対 ・賃上げか

ら土地獲得＝農民的自立に至る多様な経済要求が運動の出発点だ ったわげであ

る。 １９６０年代のはあいも同様に　　とくにテノレタの政治的力関係の下では，公

民権要求だげでプラソテー：■ヨソ内に囲いこまれた農業労働者を組織すること

は極めて困難であ った。彼らに接近するためには，賃上げや労働条件改善など

経済要求を糸口にする以外にないというのが，当時の公民権活動家の一致した
　　　　　１）
見解であ った 。

　（１）皿ＦＬＵの結成とストライキ（６５年春）

３０年代以来絶えて久しいプラソテーショソ労働者の労働組合が，ついにＳ　Ｎ

Ｃ　Ｃ系活動家の手引で６５年１月誕生した。Ｍ１ｓｓ１ｓｓ１ｐＰ１ Ｆｒｅｅｄｏ皿Ｌａｂｏｒ　Ｕｎｉｏｎ

　　　　　　　　　　　　　　　　（３６８）
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（ＭＦＬＵ）と名の ったこの組合は，当時の最賃制の水準たる時給１．２５ドノレヘの賃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
上げや８時間労働 ・失業手当 ・児童労働の強制反対などの要求をかかげて，早
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
速このデノレタの地で前代未聞のスト闘争を始めることにな った 。

　まず４月にＢｏ１三ｖａｒ 郡Ｓｈａｗで約２００人の労働者がストに突入したのを皮

きりに，ストの波はデノレタ西部一帯に広がり ，春季のスト参加老は，１，ＯＯＯ人以

　　　　　　　　　　　　４）　　　　　　　　　　　　　　５）
上の規模に達したといわれる。またテネシー州に飛火するなど各地に少なから

ぬ波紋も及ぽした。しかし結局，このストライキは大きな成果をあげることた

く消減せしめられる。そして同年秋には再度のストを構えることができぬまま ，１

　　　　　　　　　　　　　　　　６）
ＭＦ　ＬＵ組織は衰えていくことになる 。

　それではなぜ，ＭＦ　ＬＵはスト闘争に勝利しえなかったのだろうか。その理

由の第　は，機械化によっ てすでに過剰と化していた町に住む目雇いの単純労

働者層　　１０時間以上働いても目給２５～３トルというこの最も弱い立場にお

かれた労働者たちが，スト参加者の圧倒的部分（Ｓｈａｗでは９０％）を占めていた
　　　　７）
ことである。彼らのぱあい「春になっても賃金が要求額に達するまでは働きに

でかげず，その問魚釣りや家庭菜園の耕作で食いつなく」という消極的戦術が
　　　　　　　　　　　　　　　８）
ストライキの実相となる他なか った 。

　第二にしたが って，プランテーショソ内の基幹的労働者層への波及が，決定

的に弱かったことである。実際プラソターに脅威を与えうる能力をもつ労働者

　　たとえば目給５～８ドルを得ていた「労働貴族」たるトラクター運転手や

町で目雇いを徴募しトラヅクで運ぴこむｈａｕ１ｅｒ と口乎はれた請負業者の中で ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）
ＭＦＬＵに呼応してストに突入した者は，ごく少数にすぎなかった 。

　最後に，公民権運動組織のＳ　ＮＣ　ＣやＤＭこそ支援したものの，全国的な有

力組合は総じてこのスト闘争を黙殺したことの否定的影響も指摘しておかなげ

れぽ：ならたい
。

　ただし基幹的労働者がたち上り ，プラソテーショソを内部からゆり動かした

事例は皆無ではたか った。以下に述べるワシソトソ郡Ｔｒｉｂｅｔｔ地区で展開さ

れた闘争は，その最も雄弁た事例だといってよい 。

（３６９）
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　（２）　「ストライキ ・シティ」の低抗

　これより先，テノレタ黒人の貧困救済と布教をめざしてＤｅ１ｔａ　Ｍ
１ｎ１ｓｔｒｅｙ　ｏｆ

ｔｈｅ　Ｎａｔ１ｏｎａ１Ｃｏｕｎｃ１１ｏｆ　Ｃｈｕｒｃｈｅｓ（ＤＭ）という組織が，北部のリベラノレな

教会組織の後おしで結成されていた（６４年９月活動開始）。 このユニークな組織

は， デルタで最もリベラノレた都市Ｇ
ｒｅｅｎｖｉ１１ｅ を拠点として黒人の組織化に努

め，　Ｓ　ＮＣ　Ｃ撤収後は同州で最大の有給スタッフ（６５年秋２２人，６７年末３４人）を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ０）
擁する公民権運動の有力な担い手に成長していた 。

　このＤＭの支援の下でＧｒｅｅｎｖｉ１ｌｅ 郊外Ｔｒｉｂｅｔｔ地区のプラソテーショソ労

働者の問で，組織づくりの動きが始まっ たのが６４年末であ った。この地域でも

黒人教会や労働者住宅は全てプラソターの所有 ・監視下にあったため，まず安

全な集会場を確保すること自体が至難事であった。しかし結局この地域で唯一

８０エイカの土地を所有していた黒人の一雑貨商（Ｌｅｌａｎｄの東２マイルに住む

Ｒｏｏｓｅｖｅ１ｔ　Ａｄａｍｓ）が，自からの家を会場に提供した。そして６４～６５年の冬の問

中， 数十名を集めた集会が繰りかえされた 。

　その結果６５年春，当時ＭＦ　ＬＵの本部のあったＳｈａｗとも連絡をとっ て，

ついにＴｒｉｂｅｔｔ地区の３大プラソターを相手に時給１．２５ドノレヘの賃上げを要

求するストに突入する決議をおこな った。この集会には，３大プラソターの下

で働くトラクター運転手など基幹労働者の大多数を含む約６０人が参加したとい
１１）

う。

　しかしふたをあけてみると当目実際にストに入ったのは，Ａｎｄｒｅｗｓ　Ｐ１ａｎｔａ－

ｔｉｏｎに働く基幹労働者１１家族だげであ った（ここでは不参加は１家族のみ）。 それ

以外の労働者はすべて，事前に察知したブラソター側のアメ（時給０．５ドルヘの

賃上げ）とムチ（解屠）の攻撃をうけてきり崩されていたのである 。

　プラソターのＡｎｄｒｅｗｓは，ただちに警察力を導入してスト参加者４８人（家
　　　　　　　　　　　　　１２）
族も含め）を公道に放逐した。また全白人杜会は，彼らに一切の住居や職を与

えぬ「神聖同盟」を結ぶことで呼応した 。
　　　　　　　　　　　　　１３）
　これに対してＩｓａｃｃ　Ｆｏｓｔｅｒ をリーダー にＪｏｈｎ　Ｈ　Ｓｙ１ｖｅｓｔｅｒ

，Ｗａ１１ａｃｅ　Ｇｒ
－

ｅｅｎｅ
，Ｇａｒｔｈｅｒ　Ｌｅｅ　Ｍａｒｔｉｎ などのストライカーたちは，ＤＭの支援をうげて

，’

　　　　　　　　　　　　　　　　　（３７０）
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先述の集会場の提供者Ａｄａｍｓの所有地の一角にテソトを張り ，野営生活に入

った・そして彼らは連日Ａｎｄｒｅｗｓ　Ｐ１ａｎｔａｔｉｏｎ 前にピヶを張り，労働者をバ

スて運ぴこむ黒人請負業者ｈａｕ１ｅｒに対する説得 ・威嚇をくりかえし，次第に

黒人を雇うことが困難な事態をつくりだすことに成功した
。

　しかしブラソター側は結局，アーカソソー州などから貧困白人Ｐｏｏｒ　ｗｈｉｔｅ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ４）を導入し，５ ・６月の除草期の労働力危機をのりきることにたる
。

　他方「ＭＦ　ＬＵ ローカノレ４」を名のるストライカーたちは，同年８月末にこ

の地の一部５エイカを購入し，そこに軍用テソト８つを張り ，Ｓｔｒｉｋｅ　Ｃｉｔｙと

なづけて定住する態勢をとっ た。 同年１２月にはこの地に支援学生の手で コミユ

ニィティセソターが建設され，翌年秋には，北部からの募金を得て２階だての
　　　　　　　　　　　　　ユ５）
建物が建設されることにな った 。

　その後３家族はたち去ったが，今目もＳｔｒｉｋｅ　Ｃｉｔｙはこの地に残っている 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１Ｓ）

もっとも土地は，Ｊ・Ｓｙ１ｖｅｓｔｅｒの所有 ・耕作する６エイヵだけであるが。この

地に今も定住する７家族は，主に賃労働と福祉受給とで生計をたてている 。

貧しい生活とはいえ彼らは自からのスト闘争を誇りとし，意気高く暮らしてい
１７）

る。

　（３）　プランテーシ ョン労働者の紡僅

　　　　一「フリーダム ・シティ」づくりの闘い

　の　６５～６６年のデルタ　　追いたての頂点

　デノレタ農業の仕事口の激減は，６０年代に入るとさらに拍車がかかることにな

った。ある推定によると，デノレタだげで（デルタ１４郡の１９６０年の総人口４５．５万人） ，．

６０～６６年の問に約４万人分の農業労働者が不要とな った。この動きは６６～６８年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８）
の間に一層加速されて，新たに２．４万人分の仕事が消減したという

。

　とくに６５年秋から６６年春の時期が，プラソテーシ ョソからの黒人追いたての

一つの頂点をなした。実際すでに６６年１月の時点で，ｒ昨年８月から後，デ ノレ

タの６郡だげで２，２００人もの住民がプラソテーショソ内の小屋から追いたて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９）
られた」と述べるレポートが現われている。そして州全体のレベルでは６６年春

　　　　　　　　　　　　　　　　（３７１）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０）
には，トラクター運転手だけで６，５００人が朱職すると推定される有様であ った 。

　この大量失業 ・追いたての背景には次の三つの事情があ った。その第一は ，

農業の機械化一機械による手労働の駆逐が，ひきつづき急速に進んだことであ

る。 たとえはかつて最大の手労働量を要した棉花の摘み取り作業のはあい，機

械による摘み取り率（面積比）は州平均でも１９６０年の４２劣から６８年には８５刎こ

　　　　　２１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２２）
まで倍増した（デルタだけをとると６６年時点ですでに９０％）。 棉畑の雑草駆除の手労

働ｃｈｏｐＰｉｎｇ作業のぱあい，変化はさらに急速であ った。すなわち除草剤の

飛行機散布の普及のおかげで，州当局の推定によると，必要労働力は５９年の６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２３）
万人から６６年にはわずか２０００人に激減したのである 。

　第二に棉作の減反政策の影響である。棉花の過剰生産に直面した連邦政府は ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２４）
６６年度に作付面積の２５－３５％にも及ぶ大観模な減反を実施しようとしていた 。

　第三の理由として，公民権を求めて予想外に執鋤にたち上る黒人民衆をデ ノレ

タから危介払いしたいという白人支配層の思惑を指摘しなけれぱならたい。そ

れまでは元クロッバーの黒人労働者をたとえ不要とたっても「温情的」に元の

小屋に住まわせ，プラソテーショソ内に囲いこんでおく方が，公民権運動の浸

透を防ぎ，白人寡頭制権力を維持する上で好都合だという面があ った。ところ

が６５年投票権法の成立によっ て， プラソテーノヨソ内の黒人にも投票所への道

が大きく開かれることとな った。そのため今やデルタの黒人人口自体の激減こ

そ， 白人権力を死守する最後の手段と一層強く観念され，この面からも追いた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５）
てに抽車がかかったことは想像に難くない 。

　加うるにテノレタ農業に最低賃金制の適用を求める動き（６７年から実施）も，逆

に機械化による追いたてを促進する材料となったことを指摘しておかねぱなら

ない 。

　かつてデノレタの深い原始林を伐採し，溝を堀り ，沼を干拓し，提防を築き ，

この地を一面の豊かた棉畑に変え，當のほとんどを創造してきたのは，無数の

黒人民衆の腕と汗とに他たらなかった。鉄鎖と借金の鎖とでこの地にひきとめ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２６）
られてきたこの最大の功労者を逆にテノレタから追放＝危介払いする運動は，６５

～６６年に，上の事清が重なりあって津波のようなもり盛りを示したのである 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（３７２）



　　　　　　 ミシシッ ピデルタにおける公民権運動の展開と帰結（下）（藤岡）　　　　　５３

　　　Ｇｒｅｍｖｉ１１ｅ 空軍基地占拠の闘い

　６５年末から６６年初は，雪の降りつつく厳寒の冬とな った。食糧と住宅を求め

る黒人失業老の怨嵯のうめきが，デノレタをおお った。１月２７日には黒人の凍死

事件が２件発生した。救済を求めて公民権組織は，州の福祉当局や連邦政府と

必死の交渉をくりかえしたが，めだ った成果はあがらなかった 。

　この事態に直面してＤｅ１ｔａ　Ｍ １ｎ１ｓｔｒｅｙ，ＭＦＤＰ，ＭＦＬＵの３老は急き ょ

Ｐｏｏｒ　Ｐｅｏｐ１ｅｓＩ　Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ を結成して応急対策を協議した。そしてその結果 ，

家なき者を結集して，国家権力の象徴たる連邦空軍のＧ
ｒｅｅｎｖｉ１１ｅ

基地（遊休

中）内の建物に侵入し，住みつくという方針を立案し，１月３１目早朝これを
　　　　　　　２７）
実行するに至った。地主的土地清掃によっ て追いたてられた黒人民衆とベトナ

ム戦争遂行中の連邦軍とが，直接むかいあい対決する事態となったのである 。

　先述のＳｔｒ１ｋｅ　Ｃ１ｔｙ運動の中心人物だ ったＩｓｓａｃ　Ｆｏｓｔｅｒか，この占拠闘争

の指揮をとっ た。 参加者は当初の５０人（うち黒人は４０人）から膨れあがり ，２月

１日には約１００人が基地内の兵舎にたてこもるに至った 。

　しかし基地占拠は１日半しか続かなか った。はやくも同目昼には急派された
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２８）
連邦軍の実力行使をうげて基地外に排除されたからである 。

　　　紡僅の旅　　土地を求めて

　再び路頭に投げだされた彼らに救いの手をさしのべたのが，Ｓｔｒｉｋｅ　Ｃｉｔｙの

住民たちであ った。その５エイカの土地の一部を開放して彼らを収容しようと

したのである 。

　このニュースを聞いて周辺のプラソテーシ ョソからも家を失った黒人たちが

この地に殺到した。こうして２日目には約２５０人が狭いテソトにひしめきあう
　　　　　　　　　　　　　２９）
という無政府的混乱を現出する。そのため結局，５目目にはこの地をたち去ら

ざるをえたい事態となる 。

　次に彼らを収容したのが，いわゆるＭｕｄ　Ｃｉｔｙ（泥の町）であ った。支援団

体が南隣のＩｓｓａｑｕｅｎａ 郡の１人の黒人自作農を説得し，彼の所有地内にサ ー

カス用の大テソトを１張張る許可をえた。こうしてこの新たな地に，Ｓｔｒｉｋｅ

Ｃｉｔｙから約１８０人が移ってきた。ただし窪地のため降りつづく冷雨にたたら

　　　　　　　　　　　　　　　　（３７３）
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れて，避難民は泥まみれとなり ，半数は病気にかかったといわれる。この地が

Ｍｕｄ　Ｃｉｔｙと呼ばれたのはそのためである
。

　しかしこの地での生活も長くは続かなかった。土地を提供した自作農に対し

て， Ｋ１ａｎ 組織から殺害予告の脅迫が発せられたため，再ひ彼らはたちのかさ
　　　　　　　　　　　　３０）
るをえたくたったからである 。

　こうして約１２５人の黒人がＭｕｄ　Ｃｉｔｙのテソトを畳んで，第３の土地

州都Ｊａｃｋｓｏｎ 西方のＭｏｕｎｔ　Ｂｅｕ１ａｈに移ることになる 。結局Ｄｅ１ｔａ　Ｍｍ１ｓｔ－

ｒｅｙが，この地に自から所有していた訓練セソターを応急的に開放したのであ

る。 その上で彼らを真に定住させうる土地を求めて必死の活動が始まっ た。

＠　趾ｅｅｄＯｍ　Ｃｉｔｙの建設

　白人支配層の威圧の下で，土地の売り主を探す作業は難航をきわめた。しか

しついにＤａ１ｔａ　Ｍｍ１ｓｔｒｅｙは，Ｊａｃｋｓｏｎに移住しようとする１プラソターか

らＧｒｅｅｎｖ１１ｌｅの南東郊外の土地４００エイヵを買収することに成功した（その土

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３１）
地価格１６万ドルのうち７万ドルは寄付金，残る９万ドノレは借金でまかた った）。 そして

６６年７月，９４人がこの地に移住し，Ｆｒｅｅｄｏｍ　Ｃ１ｔｙとなつげた定住地の建設が
　　　　　　　３２）
始まっ たのである 。

　教会 ・フオード財団や連邦機関Ｏｆｆｉｃｅ　ｏｆＥｃｏｎｏｍｉｃ　ＯｐＰｏｒｔｕｎｉｔｙ（ＯＥＯ）など

からさまざまな資金援助をうけて，まずこの地に定住用の住宅が建てられてい

った。こうしてこの地は周辺プラソテーショソから新たに追いたてられた黒人

たちの避難先として大いに役だ った。事実Ｆｒｅｅｄｏｍ　Ｃ１ｔｙの住民数は，６９年夏

　　　　　　　　　　　　　　　　３３）
には７５家族５００人以上に達したという（６７年７月には先のＡｎｄｒｅｗｓ　Ｐ１ａｎｔａｔ・ｏｎに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３４）
スト破りとして導入された白人２家族が救済を求めてころがりこむ出来事もあ った）。

　彼らの生計を支えるためにさまざまな事業が試みられた。たとえは協同農場

方式で大豆 ｓｏｙｂｅａｎ を作付したり ，この地に食品加工工場などを誘致する計画
　　　　　３５）
がそれである。しかし数年をへずしてこれらの事業は失敗に終る。数十家族も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、３６）

の住民を農民として自立させるには，４００エイカの土地は余りに狭すぎたし ，

６９年のニクソソ政権成皿以降の連邦資金の途絶が，苦境に追いうちをかけたか
　　　３７）
らである。したが ってその後のＦｒｅｅｄｏｍ　Ｃ１ｔｙは，転職のために職業訓練をう

　　　　　　　　　　　　　　　　　（３７４）



　　　　　　　ミンンヅ ピデルタにおげる公民権運動の展開と帰結（下）（藤岡）　　　　　５５

けたり ，近在の賃仕事にでかげていくための共同生活の場とな っていく 。

　　　趾ｅｅ００ｍ　Ｖ１１１ａｇｅの現在

　Ｆｒｅｅｄｏ皿ＣｉｔｙはＦｒｅｅｄｏｍ　 Ｖｉ１ｌａｇｅ と改名され，今もこの地に１６家族が残 っ

ている（伽こ空屋が２戸。ただし８３年８月現在）。 独立した各家屋に１エイカの自留

地が付いている他は，土地はすべて協同組合が所有している 。

　当初購入した４００エイカの土地のうち，今なお８０エイカの住宅地域の他に ，

農用地として２３５エイカを所有している（ただし農業機械を買う資力を欠くためこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３８）
の農用地部分は，全て白人農民に貸出し，農業経営を放棄している）。 したがつて残

りの８５エイカは，財政危機の穴埋めにきり売りしてきたわけである 。

　住民は周辺都市に働きにでかげたり ，福祉手当の受給で暮らしをたて，相当
　　　　　　　　　　　　　３９）
た窮乏生活を強いられている。たしかに評価の基準を生活 レベノレの点にだげ限

定するならは，Ｆｒｅｅｄｏｍ　Ｃ１ｔｙの歩みはｒ無知でｕｎｓｋ１１ｌｆｕ１１なＰ１ａｎｔａｔ１ｏｎ　ｎｅ －

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０）
ｇｒＯによる事業経営失敗の歴史」として総括することもできよう 。

　しかし他面では，デノレタの黒人民衆が，自信と誇りをとり戻し，白人支配層

から精神的文化的に自立する上で，この闘いが担った意義と役割は，決して小

さくはなかった。黒人民衆の人問的誇りと団結を示すデノレタ最大の文化行事と

して，デノレタの黒人 シェ アクロッパーの生みだした誇るべき音楽＝ブノレースの

祭典　　Ｄｅｌｔａ　Ｂ１ｕｅｓ　Ｆｅｓｔ１ｖａ１かある。この祭典が，テルタの黒人杜会最大

の自主的経済組織ＭＡ　Ｃ　Ｅ（Ｍ・ｓｓ１ｓｓ１ｐｐ１Ａｃｔ・ｏｎ　ｆｏｒ　Ｃｏｍｍｕｎ・ｔｙ　Ｅｄｕｃａｔ・ｏｎ）の主

催で７８年以来毎年９月 ，他たらぬＦｒｅｅｄｏｍ　Ｖ
１１１ａｇｅ を舞台に数万人を集めて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４１）
おこなわれているのも偶然ではないのである 。

　　 １）Ｆａｍ１ｅ　Ｌ　Ｈａｍｅｒ も同じ考えであ つた。Ｔｒａｃｙ　Ｓｕｇａｒｍａｎ，Ｓオ舳ｇ〃ｏ〕加

　　　Ｇ肋ポＡ　Ｓ舳舳ヅ 加洲
ｓｓ三ｓｓ
伽６．１９６６，ＰＰ．２００－２０１参照 。

　　２）その他たとえぱＰａｎｏｌａ 郡Ｂａｔｅｓｖ１１１ｅ 近郊のＨａｙｓＢｒｏｔｈｅｒｓａｎｄＨａ１ｌＰ１ａｎｔａ・

　　　ｔ１ｏｎで働く５０人のンェ アクロッパー・ 小作農が提出した要求書には，次のよう

　　　な項目も含まれていた。すなわちプラソターは，かつての駅馬のかわりにトラク

　　　ターを無償で提供すること，利子率を１０％から６％に下げることなど。詳細は ，

　　　ＳＮＣＣ，〃ｏひ舳２〃，Ｊｕｌｙ１９６５に掲載されたＭ１１１ｔａｎｃｙ　ｍ　ｔｈｅ　Ｄｅ１ｔａ と題する記

　　　事を参照 。

　　３）　その全体像についてはさしあたり ，Ｊｏａｎｎｅ　Ｇｒａｎｔ編の資料集肋６尾１）ブｏ加ｓｆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（３７５）



５６　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３３巻　第３号）

　　〃ｓわプツ，Ｄ０６舳〃ｓ，ｏ〃ル吻ｓ２ｓ，２ｎｄ　ｅｄ ．，
１９７４
，ＰＰ．４９８－５００所載のＭＦＬＵ

　　報告書を参照 。

　４）　「Ｓｈａｗでは黒人の働く姿はみられない」「ワシソトソ郡だげで５００人がストに

　　入った」などストの情景についてはＴｒａｃｙ　Ｓｕｇａｍａｎ，功　６〃 ，ＰＰ１９８－２００

　　その他詳細はＣｌａｙｂｏｍｅ　Ｃａｒｓｏｎ，〃Ｓか〃鋤２ ＳｌＶ’００ ｏ〃伽ＢＺ０６ゐＡ〃伽舳ｇ

　　ゲ伽１９６０ｓ，１９８１，Ｐ１７２およぴＳＮＣＣ，〃ｏｏ舳〃の則掲記事を参照 。

　５）５０年代末から公民権運動が激しく闘われたあの南東端のＦａｙｅｔｔｅ 郡を中心に

　　若手活動家の手で７月２２日Ｔｅｎｎｅｓｓｅｅ　Ｆｒｅｅｄｏｍ　Ｌａｂｏｒ　Ｕｎ１ｏｎが結成され，黒

　　人組織内の亀裂をうみだしていた。詳細はＳＮＣＣ，”０ひ舳刎考，Ａｕｇ・１９６５付記

　　事を参照のこと 。

　６）その詳細は，ＳＮＣＣ，〃ｏ叱舳〃，Ｏｃｔ．１９６５付のＦｏｒ２００Ｙｅａｒｓ　Ｗｅ’ｖｅ　Ｂｅｅｎ

　　Ｗｏｒｋ１ｎｇ　ｆｏｒ　Ｎｏｔｈｍｇと題する記事，とくにスト ・リーターのＧｅｏｒｇｅ　Ｓｈｅｌｔｏｎ

　　の言明を参照 。

　７）〃ｏ〃舳２〃，Ｊｕ１ｙ１９６５付の前掲記事をみよ 。

　８）　たとえは，乃〃 ，やＴｒａｃｙ　Ｓｕｇａｍａｎ，功 ６〃 ，Ｐ２１９を参照 。

　９）〃ｏ〃舳９〃，Ｊｕｌｙ１９６５付記事。そこではストに参加した数少いｈａｕ１ｅｒの事例

　　　も報告されている 。

　１０）　Ｂｒｕｃｅ　Ｈ１１ｔｏｎ，１）３〃ｏ 〃ｚ榊ｓかツ，１９６９，Ｐ１７

　１１）以上の詳細については，１ろ倣，ＰＰ．６７－７２を参照。なおストリーダーの１人の

　　証言によるとスト突入を約束した者は２００人にのぼっていたという（Ｊｏｈｎ　Ｈ ．

　　Ｓｙ１ｖｅｓｔｅｒからのききとり 。１９８３年８月９ ・１３目Ｓｔｒｉｋｅ　Ｃｉｔｙ）。

　１２）　Ｔｈｅ　Ｓｔｒ１ｋｅ　ｔｈａｔ　Ｆａ１ｌｅｄ　Ｍ１ｓｓ１ｓｓ１ｐＰ１ Ｔｅｎｔ　Ｃ１ｔｙ，工ｏｏ尾，Ｍａｒｃｈ８１９６６，ＰＰ

　　２６－２９をみよ 。なおＴｒａｃｙ　Ｓｕｇａｒｍａｎ，妙．ｏ〃 ．， Ｐ． １９８によると約１００人がおい

　　たてられたともいう 。

　１３）Ｆｏｓｔｅｒの証言によると彼の家系は祖父以来自作農であ った。しかし父親の代

　　に土地を買いたそうとして白人杜会ににらまれ，ついに５７年父は白人暴漢に射殺

　　されたが，自殺として処理されたという（Ｂｒｕｃｅ　Ｈ
１１ｔｏｎ

，功 ６” ，ｐ７１）。彼の

　　生いたちの詳細についてはＬｅｏｎ　Ｈｏｗｅ１１，””０刎Ｃ伽ｊ　Ｔ加Ｓ〃ろｓ考０舳ゲ

　　丁肋ｇｓ　Ｈ吹６亙０ブ，１９６９，ＰＰ．８１－９２のイソタビュー記事も参照 。

　１４）以上については，Ｂｒｕｃｅ　Ｈ
１１ｔｏｎ

，功　ｏ〃 ，ＰＰ７２－７５

　１５）乃泌，ＰＰ．７５－７６および工ｏｏ尾，Ｍａｒｃｈ８１９６６付前掲記事ＰＰ．２６－２９もみよ 。

　１６）昔の習慣が忘れられないのか８３年８月１３目の訪問当目も ，Ｊｏｈｎ　Ｈ　Ｓｙ１ｖｅｓｔｅｒ

　　は小型トラクターを賃借してこの６ニイカの土地を耕作していた 。

　１７）Ｊｏｈｎ　Ｈ　Ｓｙ１ｖｅｓｔｅｒ 夫妻 ・Ｇａｔｈｅｒ　Ｌｅｅ　Ｍａｒｔｍ夫妻からのききとり（８３年９ ・

　　１３日 ，Ｓｔ「１ｋｅ　Ｃｌｔｙ）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（３７６）



１８）

１９）

２０）

２１）

２２）

２３）

２４）

２５）

２６）

２７）

２８）

２９）

３０）

３１）

３２）

３３）

３４）

３５）

３６）

３７）

　　　　　　　
ミシシッ ピデルタにおげる公民権運動の展開と帰結（下）（藤岡）　　　　　　５７

　　Ｍｌ１ｃｈａｅ１Ｊ　Ｐ１ｏｒｅ，〃２刎ｏ閉〃ゴ〃刎ｏ〃 肋２Ｅ６０犯ｏ刎ｚ６１）７０ろＺ２刎ｓ　ｑブ１Ｖ２９７０２ｓ閉考ん２

１）６伽　ゲ〃ａｓｓｚｓｓｚ妙２，　ｍ１ｍｅｏｇｒａｐｈｅｄ　ｍｅｍｏｒａｎｄｕｍ　ｔｏ　ｔｈｅ　ＮＡＡＣＰ　Ｌｅｇａｌ

Ｄｅｆｅｎｓｅ　ａｎｄ　Ｅｄｕｃａｔ１ｏｎ　Ｆｕｎｄ，ｎ　ｄ ，卿ｏ加６刎Ｌｅｓｔｅｒ　Ｍ　Ｓａｌａｍｏｎ，〃ｏ加ｓま ，

Ｐｏ蝪６ｓ・〃〃ｏ６舳伽オゴｏ犯 加伽Ａ舳〃舳Ｓｏ〃ん１洲
・・｛・ｓ妙乞ｏｓｏり）舳・Ｚｏ伽ｇ

８ｏｏ〃ヅ，Ｐｈ　Ｄ　ｄ１ｓｓｅｒｔａｔ１ｏｎ　ｔｏ　ｔｈｅ　Ｈａｒｖａｒｄ　Ｕｎ１ｖ ，１９７１，ｐ３９２

　　６６年１月８目付のＦｒｅｅｄｏｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔ１ｏｎ　Ｓｅｒｖ１ｃｅのレポート ，９〃ｏ肋 舳Ｂｒｕｃｅ

Ｈｉｌｔｏｎ
，ｏ
ク． ６〃

．， ｐｐ
．８２＿８３

．

　乃〃．，
ｐ． ７７；Ｌｅｏｎ　Ｈｏｗｅｌｌ，ｏ

汐． 〃．， ｐ． ２６
．

　　Ｂｒｕｃｅ　Ｈｉ１ｔｏｎ
，ｏ
汐． ６〃

．，

７８

　　Ｈｏｄｄ１ｎｇ　Ｃａｒｔｅｒ　ＩＩＩ，Ｔｈｅ　Ｎｅｇｒｏ　Ｅｘｏｄｕｓ　ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　Ｄｅｌｔａ　Ｃｏｎｔ１ｍｅｓ，Ｗ舳

ｙ「ｏブ尾　丁乞〃〃ｓ〃ｏｇ０２加６，　Ｍａｒｃｈ１０．　１９６８，　ｐ．２６
．

　　Ｂｒｕｃｅ　Ｈｉ１ｔｏｎ
，ｏ
ク． ６〃

．，
ｐ． ７８ ・２３８を参照

。

　　Ｌｅｏｎ　Ｈｏｗｅ１ｌ
，ｏ
ゆ． ｏ〃

．，
ｐ． ２６，Ｂｒｕｃｅ　Ｈｉ１ｔｏｎ，ｏ

汐． ６〃
．，
ｐ．
７９

　　さしあたり乃〃 ．，
ＰＰ．２６－２７を参照

、。

　　Ｈｏｄｄｍｇ　Ｃａｒｔｅｒ　ＩＩＩ，ｏク　 ６〃 ，ｐ２６

　　その詳細は，Ｌｅｏｎ　Ｈｏｗｅ１ｌ，ＰＰ．２６－３０およびＢｒｕｃｅ　Ｈｉ１ｔｏｎ，ｏク・
６乞オ

．， ＰＰ
・７７－８８

・

　　排除された直後のＤＭ事務所での記者会見の模様については，Ｊｏａｎｎｅ　Ｇｒａｎｔ

（ｅｄ．）　ｏ少 ．　 ｏ〃
．，
　ｐｐ ．５０１＿５０５

．

　　Ｂｒｕｃｅ　Ｈｉ１ｔｏｎ
，ｏ
ク． ６〃

．， ｐｐ
．１０５＿１０７；Ｌｅｏｎ　Ｈｏｗｅｎ

，ｏ
ク． ｏ〃

．， ｐｐ
．３７＿３８

．

　　Ｌｅｏｎ　Ｈｏｗｅ１１
，ｏク　 ｏ〃 ，ｐ３９，Ｂｒｕｃｅ　Ｈ１ｌｔｏｎ，ｏク　 ６〃 ，ｐｐ１０７＿１０８

　　Ｒａｙ　Ｍａｒｓｈａ１１． Ｌａｍｏｎｄ　Ｇｏｄｗｉｎ，　Ｃｏｏク〃ｏ伽２ｓ　ｏ〃Ｒ肌ｏＺ　Ｐｏｏ〃妙　加　肋２

Ｓｏ脇，１９７１，ｐ３７ ．５９Ｂｒｕｃｅ　Ｈ１１ｔｏｎ，ｏ汐　ｏ〃 ，ｐ１１２を参照 。

　　Ｌｅｏｎ　Ｈｏｗｅｌ１
，ｏ
汐． ｏ〃

．，
Ｐ． ４３ ・ＰＰ．４９－５１また秋元英一ｒ１９３０年代アメリカ南

部におげる協同農場運動の軌跡」『歴史学研究』１９８２年５月 ，ｐ．１６でも関説され

てし ・る
。

　　Ｌｅｏｎ　Ｈｏｗｅｌｌ
，ｏ
汐． 〃．，ｐ

．５６
．

　　乃〃
．， ｐｐ

．７１＿７３，Ｂｒｕｃｅ　Ｈｉ１ｔｏｎ
，ｏ
少． ６〃

．， ｐｐ
．１３７＿１３８

．

　　１’ろクゴ
．，
　ｐｐ．１２４＿１２５

　　土地を売ったプラソター自身が，農場で食べていくには１家族につき２５０エイ

カは必要だと忠告していたという（Ｍｒｓ　Ｔｈｅ１ｍａ　Ｂａｒｎｅｓ，ｅｘ－ｓｅｃｒｅｔａｒｙ　ｏｆ　Ｄｅ１ｔａ

］〉［ｍ１ｓｔｒｅｙ，ｃｈａ１ｒｐｅｒｓｏｎｏｆＤｅｌｔａＲｅｓｏｕｒｃｅ　 Ｃｏｍｍｍ１ｔｔｅｅからのききとり ，８３

年８月８ ・９目Ｇｒｅｅｎｖｉ１１ｅ） 。

　　詳細はＮａｎｃｙ　Ｗｅａｖｅ「 ．ＰａｕＩ　Ｂｅａｖｅ「，Ｍ１ｓｓ１ｓｓ１ＰＰ１ Ｄｅ１ｔａ　ＥｍＰｔｙ　Ｈａｎｄｓ　ｍ

ａ　Ｆｅｒｔｉｌｅ　Ｌａｎｄ，丁加ＣＺ〃ｏ刎 Ｚ〃ｇ〃，Ｄｅｃ．１７．１９８０，Ｐ．８所載の ‘Ｐｒｏｍｉｓｅｄ

Ｌａｎｄ
’， Ｎｏｗ　ａ　Ｆａ１ｌｅｄ　Ｄｒｅａｍ　ＵＳ　ｓａｗ　Ｆｒｅｅｄｏｍ　Ｖ１１１ａｇｅ　ａｓ　Ｐｒｏｂｌｅｍ，ｎｏｔ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３７７）



５８　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３３巻 ・第３号）

　　Ｏｐｐｏれｍ１ｔｙと題するルポ記事を参照
。

　３８）最初の入植者で記録係書記を勤めていたＭｒｓ．Ｏｒａ　Ｄ・Ｗｉｌｓｏｎからのききと

　　　り（１９８２年９月１日 ，８３年８月８ ・９日 ，Ｆｒｅｅｄｏｍ　Ｖｉｌｌａｇｅ）。
Ｗｉｌｓｏｎ 夫人の伝

　　記についてはＬｅｏｎ　Ｈｏｗｅ１１，功．６〃 ．， ＰＰ．６７－７０をみよ 。なお７６－７８年に８０エイ

　　カの居住地区を耕して再ぴＳｏｙｂｅａｎの作付を試みたが，結局資金不足のため収

　　益があがらなか ったという（Ｎａｎｃｙ　Ｗｅａｖｅｒ ・Ｐａｕ１Ｂｅａｖｅｒ，功 ６〃 ，Ｐ８）。

　３９）　以上はＭｒ　Ｊａｍ１ｅ　Ａｔｋ１ｎｇ（Ｐｒｅｓ１ｄｅｎｔ　ｏｆ　Ｂｏａｒｄ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｆｒｅｅｄｏｍ　Ｖ１１１ａｇｅ）

　　やＣｌａｙ　Ｍ１１ｌｅｒ 夫妻（ｏｒ１ｇｍａ１ｓｅｔｔｌｅｒ）はじめ多くの居住者からの見聞による

　　　（８３年８月９目 ，Ｆ「ｅｅｄｏｍ　Ｖｉ１１ａｇｅ）。

　４０）　デルタの黒人杜会の最高リーダーの１人Ｍｒ　Ｃｈａｒ１ｅｓ　Ｂａｍｅｒｍａｎ，Ｄ１ｒｅｃｔｏｒ

　　 ｏｆ　Ｍ１ｓｓ１ｓｓ１ｐＰ１ Ａｃｔ１ｏｎ　ｆｏｒ　Ｃｏｍｍｕｎ１ｔｙ　Ｅｄｕｃａｔ１ｏｎ（ＭＡＣＥ）による評価（８２年

　　９月１目 ，Ｇｒｅｅｎｖｉ１１ｅでのききとり）。

　４１）Ｍｒ　Ｍａｌｃｏｍ　Ｗａ１１ｓ，Ｄｅ１ｔａ　Ｂ１ｕｅｓ　Ａｔｔｏｍｅｙ（ＭＡＣＥ）からのききとり（８２年

　　　９月１日 ・８３年８月１０目 ，Ｇｒｅｅｎｖｉ１１ｅ）。

ＩＶ’黒人の自主的組織の前進

　　　ホームズ郡のぱあい

　（１）公民権運動の前進

　テノレタの東端に位置するホームスＨｏｌｍｅｓ 郡でも，先の２郡と同様公民権

運動の前進は，決して容易なことではなかった。事実いち早く５５年にこの郡で

もＣ
１ｔ１ｚｅｎｓ’ Ｃｏｕｎｃ１１が結成され，公民権運動の明芽をつみとっ ただげでなく ，

翌年にはあの南部小作農組合Ｓ　ＴＦＵが１９３０年代末以来推進してきた進歩的た

協同農場運動の最後の残津であ った郡中央部のＰｒＯｖｉｄｅｎｃｅ　Ｃ００ｐｅｒａｔｉｖｅ　Ｆａ－

ｒ岨を「人種統合」的行為の科で脅迫し解体に追いこむという「戦果」まであ
　　　　ユ）

げていた。したがって少くとも６０年代初頭までは，郡内に散在する１２５の黒人

集落は，相互に政治的に分断され，要求を交流し団結しあえる組織を全くもち

えない状態がつづいていた 。

　ところでこの郡には，ニューティール当局が創設したテノレタ地域最大の黒人

自作農の コミュニィティＭｉｌｅｓｔｏｎ があることはすでに述べた。この郡の公民

　　　　　　　　　　　　　　　　　（３７８）



　　　　　　 ミシツッ ピデルタにおげる公民権運動の展開と帰結（下）（藤岡）　　　　　　５９

権運動の突破口は，まず彼ら約１００家族の自作農集団によっ てきりひらかれる

ことになる 。

　すなわち６３年初，Ｇｒｅｅｎｗｏｏｄで活動中のＳ　ＮＣ　Ｃ活動家を招いてＭ１１ｅｓｔｏｎ

の自作農有志の秘密集会がひらかれた。そして５月９目，７０エイカの自作農

Ｈａｒｔｍａｎ　Ｔｕｒｎｂｏｗ（彼は，４６－４８年 ンカコ に住み，フォートの自動車工場で働き，労
　　　　　　　　　　２）
働運動の経験をもっ ていた）をリーダーに，１２人がＬｅｘｉｎｇｔｏｎの郡役場 ｃｏｕｒ－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
ｔｈｏｕｓｅにおもむき，ついに有権老登録に成功したのである 。

　しかしその報復は執勘を極めた。早速その夜，Ｔｕｍｂｏｗの家は銃撃をうげ ，

応戦したＴｕｍｂｏｗは翌朝Ｓ　ＮＣ　Ｃの活動家Ｂｏｂ　Ｍｏｓｅｓ ら４人とともに逆に

逮捕された。そしてその後も４度襲撃され，コミュニィティ ・セソターは放火
　　　　　４）
された，等々。

　しかし結局，マイ ノレストソの地域的団結の力は，この反攻をはねかえす。そ

してマイ ノレストソは コミュニィティ ぐるみ，フリーダムサマーの一大拠点とな
　　　　　５）
ったのである。こうしてホームズ郡の黒人有権者登録率は，６７年には７３％まで

飛躍をとげ，同年には自作農の家系出身の学校教師Ｒｏｂｅｒｔ　Ｇ．Ｃ１ａｒｋを１８９０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）
年以来最初の黒人州議会議員としてこの郡から選出するなど，公民権運動は大

きた前進をとげて現在に至っている（先の第４表も参照）。

　（２）前進を支えた基盤　　サソフラワー郡との比較

　対照的な運動展開をたどっ たサソフラワー郡のばあいと比較しつつ，この郡

の運動前進の秘密を探ってみよう 。

　〔１〕最初に，この郡の擁する黒人自作農集団の層の厚さと彼らの地域的結

合の強さ（とくにマィルストソを核とする団結）が，運動前進に決定的な役割を果

したことを指摘したくてはたらない 。

　　般に黒人小生産者，とくに自作農層が公民権運動の最も勇敢で積極的な担

い手に成長する傾向は，南部農村部の全域で共通してみいだされた。たとえば先

述のＬｅｓｔｅｒ　Ｓａｌａｍｏｎの全南部的調査によると ，Ｆ　Ｓ　Ａの創設した自作農は，ど

こでも小作農層よりはるかに積極的に公民権運動に参加しただげでたく ，より

　　　　　　　　　　　　　　　　（３７９）
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危険で決定的な任務や部署をひき　　　　第９表　ＦＳＡ自作農と小作農の
　　　　　　　　　７）　　　　　　　　　　　　　公民権運動の参加率

１）

うげる煩向があ った（第９表参照）。

　この郡で自作農についで運動を

積極的に担うことになったのは ，

自営業者 ・持ち家居住者 ・郡外に

通勤する賃労働者なと総じてプラ

ソター支配から相対的に自立しう
　　　　　　　８）
る階層であ った 。

　他方ここでも，白人支配層に生

殺与奪の権を握られた黒人たち

　　とくにブラソテーショソ内に

住む労働者や白人権力によっ て

「恩恵的」に雇われた教師や牧師

　　　　　　　　　　　　　　　９）
層の運動参加は困難をきわめた

（学校教師が文盲テストに最も尻ごみ

Ｆ　Ｓ　Ａ 同一郡内
自作農 の小作農

有効調査数
１７７ ９１

１９６５年投票権法成立

前の有権者登録率
５９ ．４２） １８．５

公民権組織に加入 ４９．２ １９．８

地域の白人に抗議す
る請願に署名

２５．４ ２．
２

公職に立候補
ユ９．２ ７． ７

外部の公民権活動家
を住まわせた

１２．４ １．
１

１）　Ｇｅｅ’ｓ　Ｂｅｎｄ（Ａ１ａ ．） ，Ｌａｋｅｖｉｅｗ（Ａｒｋ
．）
，Ｍｉｌｅｓｔｏｎ

（Ｍｉｓｓ ．） ，Ｍｏｍｄｓ（Ｌａ
．） ，Ｐｒａｉｒｉｅ（Ａ１ａ ．） ，Ｔｅｍｅｓｓｅｅ

Ｆａｒｍ　Ｔｅｎａｎｔ　Ｓｅｃｕｒｉｔｙ（Ｔｅｍ ．） ，Ｔｉ１１ｅｒｙ（ＮＣ ．）
，

Ｔｏｗｎｅｓ（Ａｒｋ．）の黒人用８プロジェクトの参加者１７８

人と同一郡内に住む黒人小作農ユ００人を対象に面接調

査したもの 。

２）有効調査数は１６０。
（出所）Ｌｅｓｔｅｒ　Ｍ． Ｓａ１ａｍｏｎ，Ｔｈｅ　Ｆｕｔｕｒｅ　ｏｆ　Ｂｌａｃｋ

　　Ｌａｎｄ　１ｎ　ｔｈｅ　Ｓｏｕｔｈ，舳　Ｌｅｏ　ＭｃＧｅｅ　Ｒｏｂｅｒｔ

　　Ｂｏｏｎｅ，ｒ加ＢＺ〃后五〃７〃Ｌｏ〃ｏ〃舳７‘亙〃６ｏ〃８げ〃

　　８加６伽，１９７９，ｐｐ．１８０－１８１より作成 。

するという歴史の皮肉！）。 かつて大塚久雄氏が情感をこめて描きだしたように ，

民衆が統治能力を奪いかえし民主主義の担い手に成長するうえで，独立自尊の

小生産者層を大量に創出する戦略的重要性　　いわは「小生産者型人問発達」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０）
の特別の意義は，ここでも明らかである 。

　〔２〕次にこの郡では彼らを母体にしてｒ高度に複雑な自主的組織」の網の

目をつくりだすいわぱ草の根の「組織革命」が進行し，郡の政治構造を大きく

塗りかえることにな った。これがサソフラワー郡とは異たる第２の特徴である 。

　まず黒人側の統一的政治組織としていちはやくＭＦＤ　Ｐの郡組織が結成され

た（６４年）。 このＭＦＤ　Ｐ組織を草の根で支えたのが，郡内１７地区ごとに毎週

１回定期的に開かれる地区集会である。その上で毎月１回　　第２日曜目に１７

地区の代表者を集めた執行委員会 ｅｘｅｃｕｔ１ｖｅ－ｂｏａｒｄ　ｍｅｅｔｍｇが，Ｌｅｘ１ｎｇｔｏｎ

で開催される。さらに毎月第３目曜帥こは，６３年以来連綿とつづく全郡集会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１）
ｃｏｍｔｙ－ｗｉｄｅ　ｍｅｅｔｉｎｇが召集され，最終的な意志統一の場とたる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（３８０）



　　　　　　 ミソ：■ヅ ピデルタにおける公民権運動の展開と帰結（下）（藤岡）　　　　　６１

　このように黒人住民は６０年代以降今目まで，三層のレベノレで自からの統治機

構いわは「影の政府」を組織しつつけてきたのである。ＭＦＤＰが白人支

配層と連邦議会の代表権を争った６５年１月には，この郡からワシソトソに１００
　　　　　　　　　１２）
人の請願団を送りだし，６７年には最初の黒人州議会議員を当選させ，ＭＦ　Ｄ　Ｐ

の解体後も今日までその旗をかかげ続げてこられた組織的基盤がここにある
。

　〔３〕黒人の経済的自立という側面でも，組織革命は大きく前進した。　「仕

事おこし」と「地域づくり」の課題を担って，協同組合の網の目が郡内に張り

めぐらされたのである 。

　特に組合員数が発足直後（１９４４年）の１２０人から３２人にまで衰退していたマ

イルストソ農業協同組合Ｍｉｌｅｓｔｏｎ　Ｆａｒｍｅｒｓ　Ｃｏｏｐｅｒａｔｉｖｅの再建運動が，ここで

も中軸的役割を果した。こうして繰綿組合Ｍ１１ｅｓｔｏｎ　Ｃｏ－ｏｐｅｒａｔ１ｖｅ　Ｇｍを再興

したり ，約１００人を結集して畜産事業Ｂｅｅｆ　Ｃａｔｔ１ｅ　Ｐｒｏｌｅｃｔや野菜の共同販売

事業を新たにおこすなかて，６０年代末には組合員数２００人を超えるまでにマイ

ノレストソ農業協同組合は復活 ・発展するに至る。この再建運動の中心人物が ，

丘陵地帯の２２０エイカの自作農の出身で当時のマイ ノレストソ地区ＭＦ　Ｄ　Ｐ議長 ，
　　　　　　　　　　　　　１３）
Ｈｏｗａｒｄ　Ｔａｆｔ　Ｂａ１ｌｅｙであ った（彼は現在郡政の最高責任者 ｃｈａ１ｒｍａｎ　ｏｆ　Ｂｏａｒｄ　ｏｆ

ＳｕｐｅｒｖｉｓＯｒｓ として活躍中）。

　〔４〕加うるにこの郡では白人支配層との争奪戦のすえ，連邦資金　　とく

にソヨソソン政権下で急増するＨｅａｄ　Ｓｔａｒｔ計画（貧困家庭の４－５歳児を対象

にした就学前保育事業）や職業訓練事業なとの貧困対策予算を黒人側が支配し ，

自からの団結と発達のために活用する方向がきりひらかれた。実際貧困対策費

の総額は７０年時点で１００万トノレ以上に達し，６００－８００人を雇う郡最大の「産

業」に成長していた。したがって連邦資金を黒人の自主的組織が掌握しえたこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４）
は， 「仕事おこし地域づくり」運動を前進させる上で極めて有利な条件とたった 。

　これにたいしてサソフラワー郡では事態は対照的な展開をとげる。すなわち

６６年から数年問，この新たな連邦資金をどちらが支配するかをめぐっ て白人権

力側のおしきせ組織とＦ　Ｌ　 Ｈａｍｅｒ らの自主的黒人組織とが激しい争奪戦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５）
を演じる。しかし結局７１年になって自主的組織側は敗退一消滅してしまい，こ

　　　　　　　　　　　　　　　　（３８１）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６）
の巨額の連邦資金（６６－７６年の問に総計１，５００万ドル）は白人支配層の下賜する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ７）
「恩恵」として，黒人民衆を分断する武器として運用されることにな った 。

　〔５〕　プラソテーショソ労働者をまきこむ力量の点でも，ホームズ郡の運動

はより高い到達点を築くことにな った。当時の活動家の証言によると ，６０年代

中葉に農業労働者への最賃制適用とハヅ クベイ支払を求める法廷闘争をおこし ，

この郡をデルタでも最高の賃金地帯に変える成果をあげた。そしてこれを力に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ８）
プラソテーショソ労働者の有権者登録運動を飛躍させたという 。

　また追いたてられたブラソテー！ヨソ労働者を救済する事業も活発に展開さ

れた。その典型例が，Ｔｃｈｕｌａ 南東部の丘陵地帯の一角をきり拓いて建設した

Ｌ２３０エイカのＨｏｗａｒｄＣｏｍｍｕｎ１ｔｙ　Ｐｒｏ〕ｅｃｔ（１９６６一　）だといってよい 。

追いたてられた３５家族に５０－５５エイカの土地を与え，プイ ノレストソ農業協同組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ９）
合の一部にくみこむことによっ て彼らの農業経営を支えようとしたのである 。

要するにこの郡の公民権運動は，追放＝清掃されたプラソテーンヨソ労働者に
　　　　　　　　　　　　２０）
住宅を提供するにとどまらず，ごく一部にせよ彼らを農民として自立させる力
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２１）
量（ＦＳＡ事業の３０年後のミニ版１）まで蓄積しえたのであ った 。

　〔６〕サソフラワー郡と比べて，この郡では黒人杜会内に進行する避げがた

い階級分裂を抑制し調整するカ量が，より発達しているという特徴もあ った 。

自作農集団が，黒人中産階級とプラソテーノヨソ労働者とを結ぴつげ，単一の

政党ＭＦ　Ｄ　Ｐに統合するための絶好の紐帯とた ったのである 。

　〔７〕最後に，これらの統治力量を担う活動家集団の規模という点でも，両

郡の問には大きな差があったことを指摘しておかなげれぱならない。すなわち

ホームズ郡に張りめぐらされた黒人組織には７０年時点では淳８００の役職があり ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２２）
約６００人の活動家集団がこれらの任務を担っていた。これにたいしてサソフラ

ワー郡のぱあい，１．６倍もの黒人人口を擁しながら活動家数は２００人程度にと
　　　　　　　　　　２３）
どまっ ていたといわれる 。

（３）最近の変化

０　活動家層の変動

（３８２）



　　　　　　ミンンヅ ピデルタにおける公民権運動の展開と帰結（下）（藤岡）　　　　　６３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２４）
　今目でもＭＦＤＰの党費を払う活動家数は約５００人に達する。しかし党員の

なかでマイルストソを中心とする自作農層の位置と比重は，次第に後退してい

るという 。な畦ならマイ ノレストソでも土地貸出や脱農化がすすみ，農業に従事

するのは４５－５０家族にすぎなくな った。加うるに若者の多くは都市に去ってい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５）
き， 地域杜会の活力を奪っているからである。これにたいしてＢＡＷＩ型工場

を誘致した郡東部の商工業都市Ｄｕｒａｎｔが，黒人運動の拠点としての比重を高

めているという（因みにＤｕｒａｎｔは，１８年問ＭＦＤＰの全郡集会の議長をつづける建

　　　　　　　　　　　　２６）
築業者のＷａｌｔｅｒ　Ｂｒｕｃｅの地盤）。

　　　　「チ ューラ７」　　ブランター層の反攻事件

　最近のテノレタの政治的力関係を知る上で，この事件は興味深い素材を提供し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２７）
ている。以下その大筋だげを紹介しておこう 。

　郡西部のブラソテーンヨソ地帯　　とくに人口３，ＯＯＯ人（うち黒人２，８００人）の

チューラＴｃｈｕ１ａ 市は，伝統的にＭＦ　Ｄ　Ｐの影響力の最も弱い地域の一つであ

った。しかし７７年にたってようやく ，当時２７歳のＥｄｄｉｅ　Ｊ．Ｃａｒｔｈａｎ 青年が初

の黒人市長に当選し，以後住民本位の市政が格段に前進する 。

　これにたいしてプラソターや商人など白人支配層は，まず１万ドノレの賄賂で

市長を買収しようと策したが失敗，攻勢に転じた。すなわち８０年春，市長側が

任命した警察署長ｐｏｈｃｅ　ｃｈ１ｅｆに対抗して，白人主導の市議会議員 ａ１ｄｅｒｍａｎ

側が別人の任命を強行し，双方が武装する一重権力状態となった。そして結局 ，

白人側警察権力によっ てＣａｒｔｈａｎ 市長と１人の黒人議員 ａ１ｄｅｒｍａｎ，５人の

黒人側警察官の計７人が，武装解除 ・逮捕され裁判にかげられる事態とた った
　　　　　　　２８）
（ｒチ ューラ７事件」）。

　こうして黒人市政は転覆されるが，他方則市長を殺人罪で起訴したこの裁判

にたいする疑間と怒りも，ホームズ郡から全米へと急速にひろがってい った 。

たとえぱホームズ郡の黒人はＣａｒｔｈａｎ 支援のために２３万ドノレの資金を集めた

し， ８２年１０月には州都Ｊａｃｋｓｏｎで３，ＯＯＯ人近くを集めてｒ差別裁判抗議集会」

　　　　　　　２９）
が開かれた，等々。

　このようた支援運動のもり上りを背景に，８３年１０月１３目「チ ューラ７」のう

　　　　　　　　　　　　　　　　　（３８３）
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ち最後まで収監されていたＣａｒｔｈａｎが「殺人罪」の指定をはねのけて，つい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０）
に保釈をかちとっ た。 こんこは完全無罪の闘いが展開されるという 。恐らくホ

ームス郡に蓄積された公民権運動の伝統は，この事件の逆流をのりこえる力量

を発揮するであろう 。

　　１）　Ｌｅｓｔｅｒ　Ｍ　Ｓａｌａｍｏｎ　功　 ６〃 ，Ｐ４４７　なお　Ｐｒｏｖ１ｄｅｎｃｅ　Ｃｏｏｐｅｒａｔ１ｖｅ　Ｆａｒｍ

　　　の歴史については秋元英一 前掲論文，１１－１２ぺ一ジに詳しい 。

　　２）Ｈａｒｔｍａｎ　Ｔｕｍｂｏｗ 夫妻からのききとり（８３年８月１８目，Ｍ
１１ｅｓｔｏｎ）

　　３）　Ｈｏｗｅｌｌ　Ｒａｉｎｅｓ，〃ツ　Ｓｏ〃ゐＲ２ｓ加山　〃ｏ〃２刎２〃Ｄｏツｓ加　肋２刀２砂　Ｓｏ〃肋

　　　Ｒ２刎ｇ刎ろ２〃６．１９７７，　ｐｐ２６０＿２６６，　Ｃ１ａｙｂｏｒｎｅ　Ｃａｒｓｏｎ，　功　　６〃 ，ｐ８９，Ｌｅｓｔｅｒ

　　　Ｓａ１ａｍｏｎ，ｏヵ　６〃 ，ｐ４５４たどを参照 。

　　４）Ｐａｔ　Ｗａｔｔｅｒｓ２～Ｚ，０伽脇９１０６０ろ
’ｓ 工ｏ肋７二丁加ル伽ｏＺゲ１Ｖ鮒０２〕〃

　　　 ｌＳｏ〃オゐ２７犯 一Ｐｏ〃〃６ｓ，　１９６７，　ＰＰ．１３５－１３６ ．

　　５）　この点，たとえぱＥ１１ｚａｂｅｔｈＳｕｔｈｅｒ１ａｎｄ（ｅｄ），Ｚ９〃舳介ｏ刎 〃ｚｓ洲ｓ妙ク ｚ，
１９６５

，

　　　木内信敬訳『閉ざされた杜会』１９６９年，３８ ・６６べ一ジを参照 。

　　６）Ｒ．Ｃｌａｒｋの経歴については，Ｇｅｏｒｇｅ　Ａ．Ｓｅｗｅｌ１，洲
ｓｓ｛ｓｓ

妙｛肋６尾別ｓ加げ

　　　〃ｏ冶〃ｓ，１９７７，ＰＰ．２３５－２３６をみよ 。
　　７）Ｌｅｓｔｅｒ　Ｓａｌａｍｏｎの好論文Ｔｈｅ　Ｆｕｔｕｒｅ　ｏｆ　Ｂ１ａｃｋ　Ｌａｎｄ １ｎ　ｔｈｅ　Ｓｏｕｔｈ，舳Ｌｅｏ

　　　ＭｃＧｅｅ ．Ｒｏｂｅｒｔ　Ｂｏｏｎｅ，　丁加　ＢＺ０６尾　Ｒ鮒ｏＺ　Ｌ舳３ｏ〃犯２ヅ＿Ｅ〃６伽ｇ〃〃　助〃加ｓ ，

　　　１９７９，ＰＰ．１７８－１８２を参照。事実アラバマのＷｉ１ｃｏｘ 郡でも選挙登録運動の突破

　　　 口は６３年に有名なＧｅｅ’ｓ　ＢｅｎｄのＦＳＡ自作農たちによってきり開かれた（Ｐａｔ

　　　Ｗａｔｔｅｒｓ功ｏＺ，ｏク６〃 ，ＰＰ１６０－１６２）。 Ｐｅｔｔｗａｙ家の奴隷の後蕎たるＧｅｅ
’ｓ　Ｂｅｎｄ

　　　の住民たちの興味深い成長の歴史はＤｏｎａｌｄ　Ｈｏｌｌｅｙ，Ｔｈｅ　Ｎｅｇｒｏ　ｍ　ｔｈｅ　Ｎｅｗ

　　　Ｄｅａｌ　Ｒｅｓｅｔｔｌｅｍｅｎｔ　Ｐｒｏｇｒａｍ，Ａｇ７〃〃肋閉Ｚ別ｓ〃ｏび，Ｊｕｌｙ，１９７１，ＰＰ１８４－１８７

　　　（Ｗ吻Ｓ０”肋， １９７２ｗｍｔｅ「ＰＰ５８－６０にも再出）に詳しい。他方１９１９年秋の有名

　　　たＥ１ａｍｅの虐殺事件（公正な決済の要求と組織化をめざす黒人ク目ヅパーの運動

　　　に対して約１００人の殺害 ・１２００人以上の逮捕収監でこたえた大弾圧事件）の現場

　　　にほど近いアーカソソー州Ｌａｋｅｖ１ｅｗのＦＳＡ自作農村落のはあいも ，１９４０年代

　　　から全員が投票権を行使しており ，公民権運動の拠点とたっていたという（Ｍｒ・

　　　Ｓａ１ｌａｓ　Ｄｏｌｐｈｍ，ＭａｙｏｒｏｆＬａｋｅｖ１ｅｗからのききとり 。８３年８月６目 ，Ｌａｋｅｖ１ｅｗ）

　　８）　Ｌｅｓｔｅｒ　Ｓａｌａｍａｎ　Ｐ７０娩カ，Ｐｏ肋燗伽ポＭｏ♂〃伽２〃ｚｏ〃　　 ，Ｐ５５４

　　ｇ）　工〃五，ｐ
．４５５

　　１０）　この点の詳細は拙稿ｒ民衆発達の経済史を求めて」『経済科学通信』３９号，８３

　　　年６月，３０－３１ぺ一ジを参照 。
　　１１）Ｌｅｓｔｅｒ　Ｓａｌａｍｏｎ，功．６〃 ，ＰＰ４６８－４７０　もっとも全郡集会の参加者数はかつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３８４）



　　　　　 ミシシッ ピデルタにおげる公民権運動の展開と帰結（下）（藤岡）　　　　　 ６５

　　ての２００人以上から漸減し，最近は６０－１００人程度だという（Ｍｒ－Ｗａ１ｔｅｒ　Ｂｒｕｃｅ
，

　　ｃｈａ１ｒｍａｎ　ｏｆ　Ｈｏ１ｍｅｓ　Ｃｏ　ＭＦＤＰから１のききとり 。８３年８月１９目 ，Ｗｅｓｔ）。

１２）Ｌｅｓｔｅｒ Ｓａ１ａｍｏｎ
，功．ｏ

〃．，
Ｐ． ４７２，またＨｏｗａｒｄ　Ｚｉｎｎ，ＳＷＣ０－Ｗ舳地ｏ〃 ．

　　伽〃触・１９６５・ハワード ・ジソ　武藤一羊訳『反権力の世代』１９６７年，２６５＿２６９

　　べ 一ジ；ＢｅｎｊａｍｉｎＭｕｓｅ，ｒ加五榊〃伽 ルｇプｏ Ｒ〃ｏＺ〃伽：〃舳Ｗｏ舳ゴｏＺ２舳９≠ｏ

　　肋０尾Ｐ０〃弘１９６３－１９６７．１９６８，志賀潔他訳ｒアメリカの黒人革命』昭和４５年
，

　　１６５べ一ジも参照 。

１３）　 ］Ｖ［Ｌ　Ｈｏｗａｒｄ　Ｔａｆｔ　Ｂａｉ１ｅｙ，ｃｈａｉｒｍａｎ　ｏｆ　Ｂｏａｒｄ　ｏｆ　Ｓｕｐｅｒｖｉｓｅｒｓ，Ｈｏｌｍｅｓ　Ｃｏ
．

　　からのききとり（８３年８月１９目 ，Ｌｅｘｉｎｇｔｏｎ）またＬｅｓｔｅｒ　Ｓａ１ａｍＯｎ
，０
少． ０”

．，

　　ＰＰ・５３８－５４３およびＲａｙＭａｒｓｈａ１１・ ＬａｍｏｎｄＧｏｄｗｉｎ，ｏ少． ６〃 ．， ＰＰ．５５－５７も参

　　照 。

１４）　 Ｌｅｓｔｅｒ　Ｓａ１ａｍｏｎ
，功．６〃 ．， ＰＰ．５００－５０３ ．

１５）Ｍ二・・ｉ・Ｍ二・ Ｈ・ｍｐｈｉ１１
・肋舳・Ｆｌ・・ゐ伽〃・１ｌ１ｌ：Ａ舳・ブ〃Ｓ舳ア・舳ブ Ｃ・・吻，

　洲ｓｓ｛ｓｓ妙ゴ，１９８０，ＰＰ．７６０－７６１ ．

１６）　１ろゴ五 ，　ｐ．７６０

１７）　Ｌｅｓｔｅｒ　Ｓａ１ａｍｏｎ
，妙．６

〃．，
Ｐ． ５０６

１８）　この運動を指導した公民権運動の活動家Ｍｓ．Ｍａｒｙ　Ｈｉｇｈｔｏｗｅｒからのききと

　　り（８３年８月１９目 ，Ｌｅｘｉｎｇｔｏｎ）。

１９）Ｈｏｗａｒｄ地域に古くから住み１２３エイカの所有地の他に１５０エイカを借地する

　Ｍ
ｒ・ Ｌｅｒｏｙ　Ｊｏｈｎｓｏｎ からのききとり（８３年８月２０目 ，Ｈｏｗａｒｄ）。 ここでも大半

　カミ脱農し４農場に借地が集中する傾向がある
。

２０）たとえはＲｏｂｅｒｔ　Ｃ１ａｒｋが中心とな って５５戸の住宅を建設し，追いたてられた

　黒人家族を収容したという（Ｍｓ．Ｍａｒｙ　Ｈｉｇｈｔｏｗｅｒからの前掲ききとり）。

２１）Ｓｏｕｔｈｗｅｓｔ　Ａ１ａｂａｍａ　Ｆａｍｅｒｓ　Ｃｏｏｐｅｒａｔｉｖｅ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ（ＳＷＡＦＣＡ）が活発

　に活動するアラハマ黒土地帯でも同様たケースがある 。たとえはＳｕｍｔｅｒ 郡て

　は公民権運動にたち上ったため追いたてられた小作農６５家族を収容するため ，

　ＰａｎＯｌａ　Ｌａｎｄ　Ｂｕｙｅｒｓ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ が結成されボストソの富豪の援助をえて１２００

　エイカの土地を入手した。またＤａ１１ａｓ 郡でも６７年秋追いたてられた家族を救

　済するため４．５万ドルで３０１エイヵの土地を入手した，等々（Ｒａｙ　Ｍａｒｓｈａ１ｌ・

　Ｌａｍｏｎｄ　Ｇｏｄｗｉｎ，功．６〃 ．， ｐ．
５０ ．６０）。

２２）　Ｌｅｓｔｅｒ　Ｓａ１ａｍｏｎ，功　 ６〃 ，Ｐ４４０

２３）　１ろ｛五 ，　ｐ．４４３
．

２４）Ｍｒ・Ｗａｌｔｅｒ　Ｂｒｕｃｅからの前掲ききとり
。

２５）　二Ｍｒ・ＲｏｂｅｒｔＬｅｅＨｏｗａｒｄ，ｓｅｃｒｅｔａｒｙｏｆｌＭｉ１ｅｓｔｏｎＦａｒｍｅｒｓＣｏｏｐｅｒａｔｉｖｅ
その

　他関係者からのききとり（８３年８月１８目，Ｍ１１ｅｓｔｏｎ）。

　　　　　　　　　　　　　　　　（３８５）
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　２６）ＭＬ　Ｗａｌｔｅｒ　Ｂｒｕｃｅからの前掲ききとり
。

　２７）　 この事件についてはＨｏｌｍｅｓ　Ｃｏ　Ｕｎ１ｏｎ　ｆｏｒ　Ｐｒｏｇｒｅｓｓの専従活動家Ｍｒ

　　Ｉｓａｉａｈ　Ｗｉｎｔｅｒｓから貴重た情報を得た。記して感謝する 。

　２８）以上についてはさしあたり西海岸を対象としたアメリカ共産党系新聞ＰゆＺ〆ｓ

　　凧０”，Ａｕ９．２８．１９８２および池上目出夫「うけつがれる先駆性と俸統」『科学

　　　と思想』４８号，８３年４月 ，６７１ぺ一ジ参照 。

　２９）Ｓｏ〃肋舳Ｅ功ｏｓ舳，Ｊａｎ．Ｆｅｂ ．，

１９８３
，ｐ．１０付記事によっ た。

　３０）　 この点についてはＳｏ〃伽閉Ｅ功ｏｓ〃８，Ｎｏｖ・・ Ｄｅｃ ・・
１９８３
・Ｐ・３をみよ 。

Ｖ　小　　　　　括

　（１）１９３０年代以降の古い土地関係の地主的破壊＝地主的土地清掃の強行は ，

それまで「棉と商工業の同盟」の枠内でゆるやかに進行していた「上からの革

命」を一挙に加速し，その結果ミシシッピデノレタ地帯では三分制が移成され始

めた。一定の限界を自覚しつつあえて国際的比較を試みるとすれぱ，プラソテ

ーショソ制度の先進地帯の農業構造は，かつてのブ ロシアのユソカー制に近い

型から近代イギリスで支配的であった型の方へと変貌していったといえなくも

ない。深南部の経済構造のまさに基底を貫くこのような資本主義的進化の傾向

こそ，戦後世界におげる人権保障運動の画期的前進とあいまっ て， 公民権運動

の展開を準備した最も奥深い背景 ・基盤であ った 。

　（２）黒人奴隷制の直接の遺制たるプラソテーショソ制度の最も発展したミシ

シッ ピデノレタこそ，人種差別制度の最強にして最後の埜塁であ った。ここでは

公民権運動を抑圧するために，むきだしのテ ロルから黒人自体の追放＝土地清

掃に至る全ゆる手段が動員されたが，結局６０年代の世界史的力関係の下では黒

人住民をデルタの地から一掃しつくすことはできたかった。こうして黒人民衆

の大半は，しぶとく居座り ，この地で公民権を獲得するに至った 。

　（３）テノレタではプラソター支配から自立しうる自由な小生産者層　　とくに

黒人自作農層が極端に少く ，しかも６０年代には土地革命＝農民的自立のための

経済的条件が大巾に失われていたことが，民衆側の統治能力の発達を妨げ・公

　　　　　　　　　　　　　　　　　（３８６）



　　　　　　　ミシシ ッピデルタにおける公民権運動の展開と帰結（下）（藤岡）　　　　　６７

民権運動の展開を特に困難なものにした。しかしここでも，歴史の創造主体め

さす黒人民衆の成長の歩みは，その足をとめなかった。事実テノレタでも少数で

あれ，小生産者型人問発達の主体たる黒人自作農集団は，都市部に蓄積された

より全国的で組織的な民衆運動の担い手たちに導びかれることによっ て， 公民

権運動の前進に重要な役割を果した。とりわげ民衆運動への譲歩策として３０年

代以降Ｆ　Ｓ　Ａが創設した黒人自作農集団の果した積極的役割は特筆に値いする
。

かつて南部の支配層は，黒人内から「アソクノレトム」（白人好みの従順な黒人）の

選別育成＝旧秩序安定の道具としてＦ　Ｓ　Ａ事業を利用しようとＬた。しかしそ

の３０年後，　ｒアソクノレトム」の息子や娘たちは，支配層の思わくをのりこえて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ）
旧秩序に対する最も仮惜ない低抗主体へと成長していったのである。しかも今

目では「自由な生活時問」と発達保障型公務労働に支えられて資本主義的大工

業の基盤からも，「小生産者型人問発達」の狭い限界をのりこえた新しい型の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
民主主義の担い手たちが大量に育ちつつある 。

　（４）周知のようにミシシッ ピデノレタの閾争を含む６０年代の黒人解放運動の高

揚は，ベトナム人民を先頭にした世界的な民族解放運動の前進と連携 ・合流す

る勢いを示した。この国際的連帯の力こそ，国内における黒人反乱と国外にお

げる被抑圧民族の反乱の同時制圧というアメリカ支配層の当初の方針を財政的

にも道義的にも破たんさせ，アメリカ軍をヘトナムから撤退させた最大の原動
　　　　　３）
力であ った。この教訓に学んだアメリカ支配層は，莫大な財力を投入して黒人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
運動を合衆国内外の他の民衆運動から分断するとともに，黒人諸階層を相互に

対立させるより巧妙な政策体系をうちだすに至った 。

　こうしてテノレタの白人支配層も変化した世界史的力関係を事実として受けい

れた上で，黒人民衆を生存競争に組織し，その一部を買収し，可能たらは他

の一部を分断 ・弾圧する（たとえぱｒチ ューラ７」事件！）よりブノレジ ョァ的に洗

練された支配様式を採用するようにた った。公民権運動の前進は，Ｃｉｔｉｚｅｎｓ
’

Ｃｏｕｎｃｉ１系の頑迷な保守支配層さえ再教育したのである（その典型的な成功例は

サソフラワー郡であろう）。

　（５）この分断によるおさえこみの実績を背景に，よりむきだしの生存競争と

　　　　　　　　　　　　　　　　（３８７）
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軍事的抑圧とでより安上りに支配体制を再構築しようとするレーヵソ政権が登

場した。この今日的情勢の下で黒人民衆の運動はいかなる課題に直面している

のだろうか。筆者にはこの点を正面から論じる能力がたいが，本稿でとりあげ

た地域に関しては少たくとも次のことはいいうると考える。すなわちホームズ

郡のはあい，黒人運動のおちいりやすい陥穿　　白人への逆差別と排外主義を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）
警戒し，白人労働者との連帯を追求する積極的イニシァチーブが切に望まれる 。

他方サソフラワー郡のばあい，なによりもまず黒人杜会内の分断状況の民主的

克服作業が必要であろう。そのためにも雇用創出と地域杜会の再建とを結びつ

げた「仕事おこし地域づくり」運動の積極的展開が求められよう 。

　いずれにしても今春の民主党の大統領侯補予備選挙において「虹の連合」を

かかげるジ ェシー・ ジャクソソ侯補がミシシッ ピ州で３０％を超える票を獲得し
　　　　６）

えた背景には，このようた黒人民衆の不屈の闘いの歴史があ ったのである 。

　　 １）　この視角の重要性は，あのＢ１ａｃｋ　Ｐａｎｔｈｅｒ 党発祥の地アラハマ 黒土地帯

　　　Ｌｏｕｎｄｅｓ 郡の詳細な調査をされている上杉忍氏から多くを教えられた 。

　　 ２）　この点の理論的基礎は拙稿，前掲論文，３１－３５ぺ一ジおよび基礎経済科学研究

　　　所編『人間発達の経済学』８２年参照 。

　　３）たとえぱＲｏｎａ１ｄ　Ｓｅｇａ１，丁加肋６２ 肋７．１９６６，山ロー信他訳ｒ人種戦争』

　　　（上）２５６－２６１ぺ 一ジおよびＪａｍｅｓ　Ｏ’Ｃｏｍｏｒ，肋ｏｏＺ０州ｓゲ伽
、Ｓ右ｏ加ｓ，１９７３

，

　　　池上惇他監訳ｒ現代国家の財政危機』８１年，３３－３７，１７９－１９９ぺ一ジを参照 。

　　４）　カリブ海の人口１１万の黒人の島グレナダで７９年に革命政権を樹立したのは，ア

　　　 メリカ留学中公民権運動の洗礼をうげたかつての「同志たち」であ った。この意

　　　味からも連邦議会の２４人の黒人議員団が昨秋のグレナダ侵略にたいして非難の立

　　　場をとっ たのも当然である。黒人運動を分断することは今目の世界的力関係の下

　　　では容易な課題でないことをこの事実は示している 。

　　 ５）　 この点でＪｏｈｎ　Ｒｏｚｉｅｒ，ＢＺ０６ゐＢｏｓｓｊ１）ｏ肋６０Ｚ　Ｒ〃ｏＺ〃〃ｏ犯加ｏ　Ｇ６０ゆｏ　Ｃｏ〃吻・

　　　１９８２は白人保守派の立場から，南部で最も早く（６８年）黒人側が郡政を支配した

　　　Ｈａｎｃｏｃｋ郡の問題点を分析しており参考になる。黒人リーダーの官僚化の危険 ，

　　　白人へのｒ逆差別」，資本逃避による経済荒廃たと，今目の黒人運動の当面する

　　　課題を知る上で批判的吟味に値いする文献であろう 。

　　 ６）　たとえぱ近着の ・Ｓ０〃肋榊Ｅ功０ｓ舳，Ｆｅｂ・１９８４のＥｌｅｃｔｉｏｎｓ：
ＧｒａｓｓｒＯｏｔｓ

　　　Ｓｔｒａｔｅ９１ｅｓ　ｆｏｒ　Ｃｈａｎｇｅ と題する特集は，このような運動の諸断面を活写してお

　　　り参考となる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３８８）




